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研究成果の概要（和文）：合併買収に代表される企業の構造改革における知的財産情報のマネジ
メントに関して、事例研究、インタビュー調査などを行い、マネジメントの手法を提案した。
ライフサイエンス分野では薬効分野の多様性の管理手法を提案した。マネジメントの項目に関
して１０項目を提示し、その重視度合を管理すること、企業構造改革のプロセスでは、その段
階を分けて知的財産マネジメント部門の関与を評価することにより、プロセス管理をすること
である。 

 
研究成果の概要（英文）：Management of Information on Intellectual Property (IP) in 

structural reform of enterprise including Merger & Acquisition is analyzed by case and 

interview studies. We propose a diversity management of pharmaceutical effect area in life 

science field. As to the management issues, we propose to manage the degree of focus on ten 

issues, which we specified. Also, we propose to manage the whole process of structural 

reform of enterprise by evaluating IP department participation in each specified process.  
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１．研究開始当初の背景 

 知的財産情報に関連して、その情報を用い
た経済学的分析による研究、判決情報などを
用いた法制度面からの研究があり、実践的な
研究としても、企業の知的財産部門に対して
の、知的財産マネジメントにおける権利取得
判断のモデル提案などの研究がある。 

 知的財産情報は、企業において、その使用

態様、目的に応じて管理されており、その企
業特性に応じたマネジメントが行われてい
ると考えられる。そこで、企業での知的財産
情報のマネジメントそのものは実務的な観
点で行われている。 

 知的財産情報についての制度や産業発展
への提言を目的とした研究調査が行われて
いるが、実務的な観点から見た知的財産情報
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マネジメントに関しての研究はされていな
い。 

 日本の企業は、グローバル化、技術革新へ
の対応などを目的として、企業合併、企業買
収など企業の構造改革が必要になっている。 

 このような企業構造改革の中で、関与企業
の知的財産情報は、それぞれの企業において
行われていたマネジメントを統合し共通化
するだけでなく、効率化、事業戦略への対応
など新たなマネジメントが必要になる。 

 買収合併など企業の構造改革が生じた場
合にそれぞれの知的財産のポジティブな相
互作用が行われるような知的財産情報のマ
ネジメントが有用である。 

 

２．研究の目的 

 グローバル化、技術革新への対応などを目
的とした、企業合併、企業買収など企業の構
造改革が行われる。その構造改革に関与する
それぞれの企業において行われていた知的
財産情報のマネジメントは、それらが統合さ
れ共通化されるだけでなく、効率化され、事
業戦略に対応するなど新たなマネジメント
が行われることが必要になる。 

 そのための知的財産情報のマネジメント
手法を提案することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1)事例の選定 
知的財産情報マネジメントの対象として

企業構造改革の事例を選定した。 
① 知的財産情報のマネジメントと研究開発 
ライフサイエンス分野のＭ＆Ａ事例とし

て、製品領域、事業地域で相互に補完関係に
ある企業同士の事例であるアステラス製薬
（株）と、それらが相互に類似し代替関係に
ある企業同士の事例である第一三共（株）を
選定した。対照として、製薬トップ企業であ
る武田薬品工業（株）、エーザイ(株)を用い
た。 
 
② Ｍ＆Ａにおける知的財産マネジメント 
マネジメント項目の評価、Ｍ＆Ａプロセス

での知的財産マネジメント部門の関与評価
でのインタビュー調査、アンケート調査の事
例は、それぞれ、次のとおりである。 
インタビュー調査対象の事例：Ｍ＆Ａの実

績があるライフサイエンス分野の企業 4 社、
電子機器分野の 2社とした。 
アンケート調査対象の事例：欧州企業では、

日本への特許出願の実績、Ｍ＆Ａ実績のある
10社を選定し対象とした。 
 日本企業では、特許出願件数、研究開発費
の実績から研究開発型企業 60社を選定し対
象とした。 
 
(2)特許情報 

 特許出願情報は、（独法）工業所有権情報・
研修館から提供されている特許電子図書館、
商用データベースであるＪＰ－ＮＥＴを用
いて検索し入手した。検索キーとして、国際
特許分類、出願年、出願人名を用いた。出願
人名として各企業名も用いたが、合併前の件
数については、企業名それぞれを用いて検索
し、件数を合計した。審査経過については
個々の案件で経過情報を入手した。 
 ライフサイエンス分野事例に関する特許
権利情報については、合併前後での情報を委
託調査により入手した。 
 
(3)インタビュー調査 
 対象とした日本企業 6社に対してそれぞれ
Ｍ＆Ａにおける知的財産マネジメント、知的
財産情報のマネジメント手法、部門における
知的財産のマネジメントについてインタビ
ューを行った。 
 
(4)アンケート調査 
 欧州企業 10社にアンケート送付し、６社
から回答を得た。アンケートの内容は、Ｍ＆
Ａ前後での知的財産マネジメント項目につ
いての重視度評価とした。 
 日本企業 60社にアンケートを送付した。
23社から回答を得た（回答率 38％）。 
アンケートの内容は、Ｍ＆Ａ前後での知的

財産マネジメント項目についての重視度評
価である。それとともに、日本企業でのマネ
ジメントの課題を見出すため、Ｍ＆Ａプロセ
スでの知的財産マネジメント部門の関与の
重視度・実行度の評価についてとした。 
 
４．研究成果 
(1)知的財産情報のマネジメントと研究開発 
 合併前企業の製品領域が補完関係と代替
関係にあったライフサイエンス分野の２つ
の事例を対比した。後者では、特許出願件数
がＭ＆Ａの前後でほとんど変化しなかった
が、前者では減少傾向が見られた（図１）。
特許出願件数は、Ｍ＆Ａの時期を０として、
特許出願情報の入手できるその前後の期間
で標準化して対比している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 特許出願件数の推移（標準化） 
 
研究開発費当たりの特許出願件数の対比



においても、前者の事例は、Ｍ＆Ａの後で減
少傾向があり、Ｍ＆Ａの負の効果がみられた。 
特許出願の薬効分野の集中度では、２つの

事例とも、Ｍ＆Ａ前よりもＭ＆Ａ後でより集
中度が増加し、多様性としては減少していた。
対照とした事例ではみられない傾向であり、
両Ｍ＆Ａ事例とも、Ｍ＆Ａの後に薬効分野を
より集中したことが示唆された。両事例の対
比では、前者の方がＭ＆Ａ後で多様性が大き
かった。 
 これら２つの事例についての特許権の集
中度分析の結果、前者では、薬効分野はＭ＆
Ａ後で集中度は低く、すなわち、多様性は大
きくなり、後者では、Ｍ＆Ａ前後で変化がみ
られなかった。また、特許をそれぞれの薬効
分野の多様性の程度で分類した結果（多様性
1～4）、前者では、Ｍ＆Ａ前後の比較で高多
様性特許（多様性 4の特許）が増加していな
かったが、後者では増加がみられた。 
 これらの結果から、Ｍ＆Ａが負の効果に結
びつかないために、研究開発分野における薬
効分野については、その多様性の保持よりも、
Ｍ＆Ａ後の集中度に注目すべきであること、
特許権については、Ｍ＆Ａでの全体としてよ
り薬効分野の多様性があるように維持管理
するよりも、高多様性薬効分野特許を維持す
るように管理することが提言できる。 
 
(2)Ｍ＆Ａと知的財産マネジメント（ライフ
サイエンス分野） 
①特許出願の審査経過情報から、ライフサイ
エンス分野の２つの事例では、それぞれ、統
合前の企業同士で、権利取得の選択と集中と
特許率のマネジメント、および権利取得を進
めるかどうかの審査請求の時期のマネジメ
ントのいずれか一方で相違がみられた。した
がって、相互に異なるマネジメント項目につ
いて、いずれのマネジメントポリシーを採用
するかによって、統合後の知的財産マネジメ
ントが異なってくることがわかる。権利取得
の選択と集中による特許率の向上、審査請求
の時期の適切性は、知的財産マネジメントに
おける重要な項目であり、Ｍ＆Ａでの知的財
産マネジメント部門の統合では、そのポリシ
ーの採用が的確に行われる必要があること
がわかった。 
 
②インタビュー調査から、ライフサイエンス
分野、特に新薬メーカーでは、国内企業同士
の場合Ｍ＆Ａ前の企業間で知的財産情報の
マネジメント手法に類似性が高く、統合にお
ける困難は少ないこと、外国企業、ベンチャ
ー企業とのＭ＆Ａにおいては、情報マネジメ
ントのシステムが相違しているため、相手に
応じた手法を確立する必要があることが、わ
かった。 
 

(3)Ｍ＆Ａプロセスと知的財産マネジメント 
①欧州企業へのアンケート調査は、Ｍ＆Ａ実
施企業事例を対象として行った。知的財産マ
ネジメントの項目は、文献調査結果から選定
し特定した。そのマネジメント項目では、相
手方の知的財産情報の入手、相手方の知的財
産の価値評価、という事前のマネジメント項
目での重視度が高いことと、事後でのグロー
バル特許出願戦略、権利化戦略という事後で
のマネジメント項目でも高い重視度が示さ
れた。 
 Ｍ＆Ａにおける知的財産マネジメントを
成功に導くための統合の構築、強化のための
手法として、技術分野を区分けして、それぞ
れの得意分野での知的財産情報マネジメン
トを優先すること、相互の知的財産マネジメ
ント部門間でのミーティングを重ねること
により、統合を行うこと、などを見出すこと
ができた。 
 
②日本企業のインタビュー調査から、Ｍ＆Ａ
における知的財産マネジメント項目におい
て、事前のマネジメントとして、知的財産と
して広く把握するよりも、特許情報、特許権
の価値評価、特許権ライセンス情報というよ
うに、特許に特定することがわかりやすく効
率的であることが示された。また、事後のマ
ネジメント項目でも、権利取得基準の統一に
ついては、特許に特定すること、出願・権利
件数では、特許に特定するとともに、増加・
減少と区別することなく総合的に増減に着
目することが示された。Ｍ＆Ａの目的につい
ては、a)製品分野・事業の規模の拡大、b)技
術獲得による製品分野・事業分野の強化、c)
新規事業の獲得の３種類に分類できるもの
だけではなく、複数目的も含まれることが指
摘された。 
 
以上から、知的財産マネジメントの項目と

して、次の 10項目を特定した。 
・事前の相手方の特許情報の入手 
・事前の相手方の特許権の価値評価 
・事前の相手方の特許権ライセンス情報の入
手 
・事後の知的財産管理担当者の配置 
・事後の知的財産管理手法の統一 
・事後の特許出願・権利件数の増減 
・事後の特許権利取得基準の統一 
・事後のグローバル特許戦略 
・事後の特許事務所関与・指導の統一 
・相手方の共同研究先や共同販売先との契約
における知財条項の処理 
 
(4)手法提案と課題の抽出 
①日本企業へのアンケート調査の結果から、
知的財産マネジメント項目の重視度は、Ｍ＆
Ａの目的、事業分野で明確な相違はみられな



かった。 
 事前のマネジメント項目は重視されてい
るものの、事後のマネジメント項目では、事
後の権利取得基準の統一、グローバル戦略、
特許事務所関与・指導の統一が、欧州企業の
場合と比較して重視されていず、事後のマネ
ジメント項目の重視度が低いことがわかっ
た。 
 このように知的財産マネジメント項目を
具体的に示すことにより、その重視度合を評
価でき、管理できる。事後での知的財産マネ
ジメント項目を重視することを日本企業で
の課題として提示する。 
 
②Ｍ＆Ａのプロセスを段階的に示し(図２）、
それと知的財産マネジメント部門の関与と
対応させて、その重視度と実施度を対比した。
その結果、プロセス中、Ｍ＆Ａ戦略とターゲ
ット選定時の部門の関与において、他のプロ
セスと比較して重視度と実施度の差が大き
く、これらのプロセスでの関与の必要性が見
いだせた。プロセスの段階別での部門関与の
管理が有用である。 
さらに、知的財産マネジメント部門同志の

部門別会議についても、重視度と実施度の差
が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
図２Ｍ＆Ａプロセスと知的財産マネジメン
ト項目 
 欧州企業のＭ＆Ａプロセスで見いだせた
部門別会議による情報交換が知的財産およ
び知的財産情報マネジメントを統合する上
で有用であり、このような情報交換を、日本
企業の課題として提示する。 
 
(5)まとめと今後の課題 
Ｍ＆Ａにおける知的財産マネジメント手

法として次の提案をする。 
ライフサイエンス分野では、特許出願に表

れる研究開発分野の薬効領域集中度を管理
すること、特許では、薬効分野多様性の大き
い特許権を維持するように管理すること。 
Ｍ＆Ａにおける知的財産マネジメント項

目を具体化することにより、その重視度合を
コントロールすること。Ｍ＆Ａのプロセスを
段階に分けて知的財産マネジメント部門の
関与を評価することにより、より的確な知的
財産および知的財産情報のマネジメントを
行うためのプロセス管理をすること。 
 今後の課題として、これらを企業でのＭ＆
Ａの実施事例において評価することにより、

より実践的な手法として提案できると考え
られる。 
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